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「ぶらって行田」で
まちの魅力を再発見

　行田市母子寡婦福祉会会長の長谷川志づ枝さん（行
田）が厚生労働大臣表彰を受賞され、その報告のため
２月14日に市役所を訪問しました。
　長谷川さんは、30年間という長期にわたり母子寡婦
福祉活動に貢献。その功績が認められたことから、社
会福祉功労者に対する同表彰の受賞となりました。

 ２月５日、須加公民館地域のつどいが同公民館で開催
され、タレントのせんだみつおさんによる講演が行われ
ました。
　浮き沈みの激しい芸能界を渡り歩いてきたせんださん
ならではの体験談をユーモアたっぷりに話すと、会場は
笑いの渦に。防犯交通の話題にも触れ、「おせっかいで
も隣近所同士声を掛け合って」などと話し、地域の安全・
安心、心のふれあいなどを来場者に語りました。
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親子で楽しんだコンサート

　１月22日、「みらい」文化ホールでみらい親子ふ
れあいコンサートが行われました。
　親子で一緒にコンサートを楽しむことができるこ
の催し。クラシックの名曲のほか、小さな子供たち
も知っている「ドレミの歌」や「となりのトトロ」
などの演奏が行われました。手遊びをしながら歌う

「きつつきおじさん」では、会場が一体となって盛り
上がりました。

　武蔵野銀行と立教大学が産学連携事業「埼玉 地域交
流フットパスプロジェクト」として作製した「まち歩き
マップ『ぶらって行田』」の完成披露・贈呈式が２月４日、
商工センターで行われました。
　このマップは、同大学観光学部の学生が市内を歩き回
り、市民との交流を図りながら学生の目線で魅力ある行
田のスポットを紹介。式典後には、まち歩きイベントと
してマップで紹介するコースを学生自ら案内しました。
なお、このマップは市役所や駅などで配布しています。


